
#141takuサポ (Taku Supporters Club)通信   令和4年11月号

萩生田政調会長「でんまあと」・「碧南火力」視察
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検 索石井 拓

碧南火力発電所にてアンモニア混焼のメカニズムについて谷川所長か

ら説明を受ける萩生田政調会長(中央)

日頃より私の政治活動にご支援を賜り誠にありがとうございます。初当選から一年が経過し、地元皆様のご支援の

もと、多くの貴重な経験をさせていただきました。その経験を活かしながら、ご期待に応えるよう、力強く政治活動にま

い進いたします。

さて、新型コロナウイルス感染症も終息の兆しが見え始めた感じがします。高浜市の春日神社祭礼である「おまんと

祭り」など、碧海5市各地区で秋祭りや町内会行事が再開され、地域の皆様の笑顔があふれる様子に大変嬉しく思っ

ております。

国会では、10月3日から臨時国会が始まり、物価・エネルギーなどの高騰対策などに対する補正予算案（一般会計

29.1兆円）の審議が行われています。エネルギー価格高騰に対する生活者・事業者支援として、これまで行ってきた

ガソリン価格抑制を継続するとともに、電気料金では各家庭などでは7円/kwh、各企業などでは3.5円/kwhの補助な

どが予算計上されています。

国の経済、安全保障の過渡期とも言える現在、しっかりと未来を見据えながらも誰一人取り残されないよう慎重に審

議を進めます。引き続きのご支援を賜ることを切にお願いいたします。

自由民主党愛知県第十三選挙区支部長

衆議院議員

石井 拓

自民党萩生田政調会長が10月14日、JA「でんまあと」安城西部店とJERA碧南火力発電所を視察しました。「でんまあと」で
は、開店と同時に賑わう産直市で地元の野菜や米「マイマイ米」を紹介しました。また、碧南火力発電所では、二酸化炭素を
排出しないアンモニアを燃料に混ぜる石炭火力発電技術の実用化を目指す取り組みの現場を視察しました。視察後の記者
会見で「2050年カーボンニュートラルの実現に向けてアンモニア混焼は重要な脱炭素燃料である」、「先端技術で解決するこ
とは日本の得意技であり、技術を確立すれば、海外に技術提供ができる」、また政府が策定する総合経済対策への支援策に
反映することへの意欲を示しました。

「でんまあと」産直市にて石川組合長(左から3人目)から説明を

受ける萩生田政調会長(左端)

萩生田政調会長を迎え挨拶をするJERA小野田

社長。左から奥村副所長、中島電源立地部長、

小野田社長、谷川所長、高橋脱炭素推進室長、

森田副所長。

JERA碧南火力発電所で記者会見をする

萩生田政調会長(中央) 左:石井拓代

議士 右:鈴木淳司代議士

地元産の「マイマイ米」を抱えご満悦。

左から鈴木代議士、石井代議士、石

川組合長、萩生田政調会長。
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衆議院議員として1年が経過しました。ロシアのウクライナ侵攻、明治用水頭首工水漏れ
事故、円高による経済への影響や物価高など問題山積です。明るい話題としては、ジブリ
パークが11月に開園したことです。10月の内覧会は、西村環境大臣に同行し視察しまし
た。これを契機に三河地区へのインバウンド効果の期待大です。
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刈谷市小垣江の山車（10/15 神明神社大祭宵山祭）

明治用水頭首工水漏れ事故の対応 〔続報〕（9/22撮影）

農水省鷲野調査官から現

在進行中の水漏れ箇所の

左岸頭首工の本復旧工

事(最も左側の堰柱周辺

の根固め工事)の説明を

受けました。

工事方法や工期及び今

後の課題や問題点を確認

する石井代議士。

左岸の水漏れ箇所の応急対策工事が完了し、左

端の堰柱周辺の根固めを行う本復旧工事を開始

しました。工期は、2年間を予定しています。

市内6町で玉箱をかつぎ長持唄を歌いながら町

内を練り歩き、知立神社へ宮入りします。

知立市「秋葉まつり」（9/18屋敷町にて）

200年前に造られた山車です。小垣江

山車保存会の方たちが今に伝えていま

す。鷗の水引幕が新調されました。当

日は、知事・市長・地元の議員が出席

し執り行われました。

碧南市大浜中区の山車（10/16稲荷社祭礼）

碧南市鶴ケ崎の山車（10/9山神社祭礼）

大浜中区山車保存会の

ご尽力により3年振りにお

客さんを迎えて祭礼を開

催しました。

この山車は1788年に亀

崎から譲り受けたもので

す。「大浜てらまちウォー

キング」と同日開催され、

大浜地区一帯に賑わい

が戻ってきました。来年こ

そ、山車の巡行ができる

ことを願うばかりです。

鶴ケ崎の山車は、建造1816年。1864年に亀崎から譲り受けました。

宵祭りは、提灯の明かりと笛の音に情緒深さを感じます。町中を曳くときの

祭り人の威勢の良さと心意気に圧倒されます！この風景が碧南市で見るこ

とができるのも鶴ケ崎区山車保存会の方たちのおかげです。

今年は、知立神社の

手筒花火を含めすべ

ての行事が関係者だ

けで開催しました。

山田圭前市議と屋敷

町での一コマ。


